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保育園の待機児童

の解消に向けその

状況と対策を伺う

公
明
党　
　
　
　
　

山
岸　

篤
郎

　

問　

今
や
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
女
性
の

社
会
進
出
は
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
れ
は
大
変
良
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
と
い
う
こ

と
で
は
、
あ
る
意
味
で
逆
行
す
る
。
そ
こ

で
、
子
育
て
支
援
へ
の
取
り
組
み
が
大
切

に
な
る
。
社
会
的
な
需
要
か
ら
保
育
園
の

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
そ
の
状
況

大
量
退
職
時
代
を
迎
え
再
任

用
制
度
見
直
し
の
必
要
性
は

　

問　

本
市
で
は
、
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
も
つ
高
齢
者
の
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と

と
、
定
年
後
か
ら
年
金
の
支
給
開
始
ま
で

の
間
の
経
済
的
支
援
を
行
う
と
い
う
大
き

な
役
割
を
持
つ
再
任
用
制
度
が
、
平
成　
１３

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
制
度
の
発

足
当
初
は
、
対
象
者
が
少
な
か
っ
た
が
、

今
年
か
ら
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
時
代
に

入
り
、
再
任
用
希
望
者
の
増
大
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
制
度
の
見
直
し
な
ど
十
分
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
制
度
の
基
本
的
な

考
え
方
や
、
現
状
と
課
題
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。
今
後
の
再
任
用
の
予

定
と
希
望
者
を
ど
う
見
込
ん
で
い
る
か
。

ま
た
、再
任
用
希
望
者
の
任
用
に
当
た
り
、

対
応
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。　

　

答　

本
制
度
は
、
高
齢
職
員
の
知
識
や

経
験
を
社
会
で
活
用
す
る
こ
と
や
、
定
年

後
の
生
活
を
雇
用
と
年
金
と
の
連
携
で
支

え
る
こ
と
が
趣
旨
と
考
え
る
。本
市
で
も
、

こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
積
極
的
に
制
度
を

運
用
し
、
現
在　

名
の
再
任
用
職
員
が
連

１７

絡
事
務
所
な
ど
に
就
い
て
お
り
、
有
効
に

機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら

今
後
、
定
年
退
職
者
の
７
割
を
再
任
用
す

る
と
、　

年
度
に
は
、
現
在
の
倍
以
上
の

２１

　

人
、　

年
か
ら
数
年
間
は
、
毎
年　

人

３６

２９

９０

前
後
の
予
定
者
が
見
込
ま
れ
る
。今
後
は
、

任
用
数
の
増
加
に
考
慮
し
、
既
存
の
職
務

の
再
編
成
や
職
の
開
拓
、
職
域
の
拡
大
を

検
討
す
る
一
方
で
、
そ
の
職
に
必
要
な
能

力
を
見
極
め
、
制
度
を
推
進
し
て
い
く
。

新
政
会　
　
　
　
　

山
田　

晴
義

と
対
策
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
施
設
を
造

れ
ば
造
る
ほ
ど
潜
在
的
な
需
要
が
顕
在
化

し
て
く
る
中
で
、
次
世
代
支
援
行
動
計
画

や
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
増
改
築
を
段
階

的
に
推
進
し
、
受
け
入
れ
枠
の
拡
大
を
図

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、今
後
の
調
査
設
計
、

あ
る
い
は
建
設
の
具
体
案
は
。

　

答　

保
育
園
の
待
機
児
解
消
に
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
４
月
１
日
現

在
の
待
機
児
数
は　

人
で
あ
る
。
市
内
６

３２

園
で
は
、
弾
力
的
に
定
員
以
上
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
る
が
、
待
機
児
童
の
解
消

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
市
内
の
無
認
可
保
育
園
も
認
定
保

育
所
と
し
て
促
進
を
図
り
、
支
援
の
充
実

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
次
世
代
支
援
行

動
計
画
や
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
民
間
と

公
立
保
育
園
の
増
改
築
を
行
い
、
受
け
入

れ
枠
の
拡
大
を
図
る
が
、
民
間
保
育
園
の

１
園
は
平
成　

年
度
に
、
市
立
大
上
保
育

２０

園
は
、
実
施
計
画
上　

年
度
に
建
て
替
え

２２

の
予
定
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
「
学
校
教
育
の
更
な
る
充
実
を

求
め
る
」
を
質
問
）

本
蓼
川
墓
園
の
管
理
状
況
と

第
２
次
の
整
備
事
業
概
要
は

　

問　

高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
行
し
て

い
る
現
在
、
市
営
墓
地
の
必
要
性
は
さ
ら

に
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
広
く
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
、
本
蓼
川
墓
園
の
設
備

な
ど
の
維
持
管
理
は
、
以
前
と
比
べ
大
変

良
く
な
り
、
利
用
者
か
ら
は
好
評
だ
が
、

改
善
す
べ
き
点
も
あ
る
。
維
持
管
理
体
制

の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
計
画
の

見
直
し
と
な
っ
て
い
た
、
第
２
次
墓
園
整

備
事
業
が
今
年
度
か
ら
始
ま
る
と
の
こ
と

だ
が
、
概
要
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
現

在
年
額
５
０
０
０
円
の
墓
園
管
理
料
は
、

今
後
変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

市
営
墓
地
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
民
と
市

外
住
民
と
で
管
理
料
を
区
別
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

墓
園
の
管
理
は
、
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、
園
内
と
ト
イ
レ

の
清
掃
、
植
木
の
刈
り
込
み
や
草
刈
り
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
常
に
衛
生
的
な
状
態

に
保
つ
た
め
、
今
後
も
適
切
な
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
く
。
第
２
次
墓
園
整
備
事
業

は
、
納
骨
堂
と
管
理
棟
を
建
築
す
る
計
画

で
、
平
成　

年
度
当
初
に
着
工
し
、　

年

２０

２１

３
月
竣
工
を
目
指
す
。
規
模
は
、
普
通
納

骨
壇
と
合
葬
式
墓
地
を
予
定
し
て
お
り
、

基
数
や
納
骨
数
は
今
後
決
定
す
る
。
現
在

の
管
理
料
は
、
新
設
す
る
墓
地
の
管
理
料

と
の
均
衡
を
考
慮
し
、今
後
検
討
す
る
が
、

や
む
を
得
ず
市
外
住
民
と
な
っ
た
方
も
い

る
の
で
、
市
民
と
市
外
住
民
と
で
管
理
料

を
区
別
す
る
考
え
は
な
い
。

市
民
会
議　
　
　
　

中
野　

昌
幸

２１

資源循環型社会に

向け生ごみリサイ

クルの取り組みを

神
奈
川
ネ
ッ
ト　
　

渡
部　

市
代

　

問　

大
量
に
焼
却
さ
れ
て
い
た
資
源
ご

み
が
、
市
民
の
協
力
で
分
別
さ
れ
、
再
利

用
が
進
ん
で
き
た
。
一
方
、
可
燃
ご
み
の

半
分
を
占
め
る
生
ご
み
は
、
処
理
容
器
の

購
入
を
奨
励
し
、
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で

は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
埼
玉
県
狭
山
市

で
は
、
平
成　

年
度
末
で
約
４
３
５
０
世

１８

帯
が
、
悪
臭
を
抑
え
る
バ
ケ
ツ
を
利
用
し

た
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
地
球
温
暖
化
が
進
み
、
待
っ
た
な

し
の
環
境
政
策
が
必
要
な
状
況
の
中
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減
ら
す
た
め
、
本

市
で
も
、
生
ご
み
を
有
機
資
源
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
実
験
や
そ
の
取
り
組
み
を

行
う
市
民
活
動
へ
支
援
を
す
る
考
え
は
。

　

答　

生
ご
み
の
減
量
対
策
と
し
て
、
よ

り
多
く
の
市
民
に
処
理
容
器
を
使
用
し
て

も
ら
う
た
め
、
今
年
度
か
ら
購
入
補
助
の

率
と
限
度
額
を
引
き
上
げ
て
い
る
。一
方
、

家
庭
ご
み
減
量
推
進
会
議
で
は
、
本
市
に

合
っ
た
生
ご
み
の
減
量
、
資
源
化
を
検
討

し
て
お
り
、
最
終
報
告
が
９
月
に
提
出
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
、
海
老

名
、
座
間
、
本
市
と
組
合
で
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
、
先
進
技

術
を
研
究
す
べ
く
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の

先
進
市
な
ど
の
視
察
や
、
３
市
に
合
っ
た

ご
み
の
減
量
、
資
源
化
の
方
法
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
い
か
に
生
ご
み

を
減
ら
す
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
方
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

基地の爆音を解消

させるための積極

的な方策はないか
二
見　
　

昇

　

問　

市
で
は
、
米
軍
機
か
ら
の
爆
音
を

解
消
す
べ
く
、
日
米
両
国
に
何
度
も
要
請

し
て
い
る
が
、
一
向
に
解
決
し
な
い
。
基

地
周
辺
住
民
に
墜
落
の
不
安
と
爆
音
の
犠

牲
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

爆
音
解
消
の
た
め
、
米
軍
機
と
同
時
に
保

守
部
門
な
ど
の
移
駐
を
申
し
入
れ
る
な
ど

市
か
ら
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
一

つ
と
考
え
る
が
、ほ
か
に
方
策
は
な
い
か
。

現
在
、厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
が
、

第
４
次
爆
音
訴
訟
を
提
訴
す
る
よ
う
だ
が
、

市
長
も
参
加
し
な
い
か
。
ま
た
、
行
政
と

し
て
協
力
や
支
援
を
す
る
考
え
は
。
爆
音

解
消
に
向
け
、
市
民
へ
の
宣
伝
と
し
て
、

庁
舎
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
ら
れ
な
い
か
。

　

答　

米
空
母
艦
載
機
移
駐
と
基
地
運
用

に
関
し
、
国
に
具
体
的
な
説
明
を
求
め
て

き
た
が
、
新
た
な
情
報
を
得
る
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
今
後
は
、
艦
載
機
の
移
駐
と

恒
常
的
訓
練
施
設
の
確
保
の
実
現
を
基
本

と
し
、
引
き
続
き
移
駐
の
具
体
的
な
計
画

や
移
駐
後
の
騒
音
状
況
に
関
す
る
情
報
提

供
な
ど
を
議
会
、
県
、
周
辺
市
と
連
携
し

国
に
要
請
し
て
い
く
。
訴
訟
が
提
訴
さ
れ

た
場
合
、
原
告
と
し
て
参
加
す
る
の
で
は

な
く
、
自
治
体
の
長
と
し
て
、
基
地
対
策

協
議
会
や
議
会
の
協
力
、
国
や
周
辺
自
治

体
と
連
携
し
て
、
問
題
解
決
し
た
い
。
懸

垂
幕
は
掲
げ
る
内
容
を
含
め
、
基
地
対
策

協
議
会
で
の
議
論
が
必
要
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
「
住
宅
防
音
工
事
の
見
直
し
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

地
域
福
祉
・
地
域
活
動
に
全

庁
的
取
り
組
み
が
必
要
で
は

　

問　

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
医
療
費
の

抑
制
を
図
る
た
め
、
医
療
制
度
改
革
の
方

向
性
が
決
定
さ
れ
た
。
平
成　

年
度
末
ま

２３

で
に
介
護
保
険
適
用
の
療
養
病
床
を
な
く

し
、
高
齢
者
が
長
期
入
院
す
る
療
養
病
床

は
、　

万
床
か
ら　

万
床
ま
で
削
減
す
る

２５

１５

と
な
っ
て
い
る
。
ず
っ
と
病
院
に
預
け
て

お
き
た
い
家
族
と
、
行
き
場
が
な
い
高
齢

者
が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
大
変
困
惑
す
る

と
思
う
。
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
、
医
療
の
現
場
・
家
庭
・
地

域
で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る

の
か
。
地
域
福
祉
・
地
域
活
動
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
全
庁
的
な
対
策
を
講
じ
、
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

　

答　

本
市
で
も
、
障
害
者
や
高
齢
者
、

「
介
護
者
と
要
介
護
者
」へ
の
支
援
な
ど
、

共
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
が
課
題
と
な 

っ
て
い
る
。
解
決
に
は
、
地
域
福
祉
を
実

践
す
る
人
の
育
成
が
重
要
と
認
識
し
て
お

り
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
で
地
域
活
動
が

活
発
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
今
年

度
は
、
地
域
福
祉
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
を

年
１
回
か
ら
３
回
に
増
や
し
、
さ
ら
な
る

人
材
育
成
に
努
め
る
。
市
が
果
た
す
べ
き

地
域
福
祉
へ
の
役
割
は
、
市
民
が
助
け
合

う
環
境
を
整
え
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

行
政
・
市
民
・
事
業
者
が
知
恵
を
出
し
合

い
行
動
す
る
こ
と
で
、
共
に
助
け
合
う
地

域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

（
ほ
か
に「
地
域
自
治
に
つ
い
て
」を
質
問
）

市
民
会
議　
　
　
　

近
藤　

秀
二

２１

７
月
の
上
旬
、
庁
舎
南
側
に
２
羽
の

カ
モ
が
現
れ
、
し
ば
し
池
で
涼
ん
で

い
ま
し
た


